
○今回は「感覚」についてお伝えしたいと思います。

療育では、日ごろからいろいろな感覚に働きかける遊びをおこなっています。

「感覚」と言えば、【視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚】の五感を思い浮かべますが、発達をとらえる時にはさらに

【固有覚】と【前庭覚】という感覚を加えて、これらの感覚を上手く使えているかどうかを見ます。

あそびのまなび
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○感覚を上手く使うということ

感覚を上手く使えるようになると、その場に応じた感覚の調整や注意の向け方ができるようになり、自分のからだを

把握する、道具を使いこなす、人とコミュニケーションをとるというような周囲の状況の把握とそれをふまえた行動がで

きるようになります。

感覚を刺激する遊びを多く取り入れることで、感覚情報の処理がスムーズに行われるようになり、

感覚の過敏さや感じにくさを軽減したり、からだの使い方の幅を広げたりすることにつながります。

その結果、子どもたちの遊びや経験が広がるようになっていきます。

○なぜ「感覚」なのか

私たちは、自分のからだがどのような状況にあるのかを、いろいろな感覚を通して知ることで、その状況に応じた行動

を取ることができています。

たとえば、バケツにつまずいた時に転ばないのは、≪バケツに足が当たったことを見て捉え（視覚）、「がしゃん」という

音を聞き分け（聴覚）、つま先でバケツに当たったことを感じ（触覚）、からだの傾きを感じてバランスを取ろうとし

（前庭覚）、転ばないように足に力を入れて踏ん張る（固有覚）≫からです。一つの出来事にこれだけの感覚が使

われていて、その感覚情報を上手く整理、統合することで、様々な出来事に対処できていることがわかると思います。

参考：『子どもの理解と援助のために 感覚統合Q&A』 監修］土田玲子 ［編集］石田孝弘＋岡本武己 協同医書出版社

【触覚】皮膚を通じて触れたこと、温度、痛
みなどを感じます。

肌に触れる心地良さから情緒を安定させたり、

熱や痛みといった危険を感じたり、手先に触れ

た物を識別したりといった働きがあります。

＜上手く使えていないと…＞

肌に何かが触れることを極端に嫌がったり、

からだや手先の使い方が不器用であったりしま

す。

【前庭覚】耳の奥の耳石器と三半規管を通じ
て、からだの傾きやスピード、重力をとらえま

す。

覚醒（脳の目覚め具合）を調整したり、バラ

ンスをとったり、眼球運動につながったりと

いった働きがあります。

＜上手く使えていないと…＞

走っていてふらついたり、揺れ遊具を怖がっ

たり、姿勢が崩れやすかったりします。【固有覚】筋肉や関節を通
じて、からだの動きや位置、力

の入れ具合をつかみます。

力加減や運動をコントロール

したり、姿勢を保持したり、ボ

ディイメージの発達を促したり

します。

＜上手く使えていないと…＞

力加減がわからなかったり、

バランスをとるための踏ん張り

がききにくかったりします。
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